
2012 年 7 月 16 日 

キッコーマン㈱ 御中 

容器包装の３Ｒを進める全国ネットワーク 

副運営委員長 羽賀育子 

 

キッコーマンの１．８Ｌびん入り醤油を西日本地区で終売する件に関する 

質問へのご回答のお願い 

前略 いつも味わい深い、お醤油をご提供いただき、ありがとうございます。 

私たち「容器包装の３Ｒを進める全国ネットワーク」は、全国でごみ問題に取組む 200 余りの市民、

団体が賛同するネットワーク組織で、リデュース・リユースを優先する容器包装の３Ｒ活動に取組んで

おります。 

3Ｒ全国ネットが、2010 年秋から取組んだ「容器包装リサイクル法を見直し、発生抑制と再使用を

促進するための仕組みの検討を求める国会請願」は、2011 年 8 月、全国から 40 万筆の署名を集め

て国会に提出し、衆参の両環境委員会で 10 年振りとなる、“請願採択”を獲得することができました。

また、2012 年 4 月に閣議決定された「第 4 次環境基本計画」には、公的文書の中で初めて“2Ｒ（発

生抑制、再使用）の重視”が謳われるなど、ようやく絶滅危惧種にあったリユースについて、反転強化

されることが期待できようになりました。 

このような取組みを進める中で、一升瓶をはじめとするリユースびんが近年大きく減少傾向にある

ことに心を痛めて参りました。ですから、日本を代表する食品メーカーである御社が、一升瓶の取り

扱いを終止するとの情報には耳を疑わざるを得ませんでした。 

つきましては、以下のとおり質問させて頂きますので、ご多用中、誠に恐縮ではございますが、8

月末までに文書にてご回答戴けますよう、宜しくお願い致します。尚、ご回答の内容はＷＥＢサイトに

て公開させて頂く場合もございますので、予めご了解ください。 

早々 

【質問事項】 

1． 御社が一升瓶の取り扱いを止められた背景には、どんなご事情があるのでしょうか?  

2． また御社が販売している醤油の中で、一升瓶が占める割合はどのぐらいですか? 

→業務用や家庭用含めて、一升瓶、一斗缶、ＰＥＴボトル（容量別）等の割合を教えてください。 

3． 今回は西日本のみとのことですが、今後は東日本でも終売する方針なのでしょうか? 

4． いったんリユースびんを廃止してしまうと、そのインフラも衰退してしまうため、再びリユースを立

ち上げることが相当困難になりかねませんが、そのことについてはどうお考えですか? 

5． 循環型社会形成推進基本法が掲げるとおり、リサイクルよりもリデュース、リユースを優先する

ことが大原則です。御社として、“企業の社会的責任”についてどのようにお考えでしょうか？ 

6． 日本社会の中で、一升瓶を存続させることについて、何か良いお知恵がありませんか? 

以上 
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